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ここ数年、赤外線の利用技術は様々な分野で急速に広がりつつあります。それに伴い赤外線サーモグラフィ

を正しく使用して正確な測定ができる為の技術の習得は益々重要となってまいりました。特に電力設備の診断

や建築構造物の診断においては、赤外線サーモグラフィ診断技術者に求められる技量が重要視されています。

しかし、幅広くサーモグラフィ教育を提供できる専門機関は必ずしも十分とはいえない現状にあります。 

 

このたび、一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会（理事長 阪上 隆英 神戸大学教授）は、赤外線

サーモグラフィの基礎から応用さらに資格取得までをサポートする各種セミナー・講習会を受講者の目的、レベ

ルに応じ、各コース別（基礎コース・専門分野コース・資格取得対応コース）に開講して市場の要請にお応えし

てまいります。 

また、今後はインターネットを利用したＷｅｂセミナー（ｅラーニング）や、資格試験(＊1)の準備にむけた講習

会の開催も随時計画していく予定です。 

当協会は、今後も人材の育成を通じた赤外線サーモグラフィの普及により、安心・安全で環境にやさしい未

来社会の実現に貢献してまいります。 

(＊１)：２０１１年に（社）日本非破壊検査協会において赤外線サーモグラフィ技術者の資格認証事業が開始予定。 

 

【セミナーの位置付け】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニニュューーススリリリリーースス  

２０１０年秋スタート！ 

【赤外線サーモグラフィの各種セミナーを開講】 
 

～基礎から資格取得までの目的別にコースを選択～ 

 

　　基礎セミナー
　　　　（初級・中級コース）

専門セミナー
（構造物診断・電気設備診断）

実技、体験

知識

重
点

レベル

Ｗｅｂセミナー（Eラーニング）
（１２月開講予定）

資格セミナー
（日本非破壊検査協会）
（米国非破壊検査協会）

資格セミナー
（米国非破壊検査協会）

http://www.


【セミナー・講習会の概要】 

 

【各コースの概要】 

 

① サーモグラフィ基礎セミナー（初級コース） 

 

② サーモグラフィ基礎セミナー（中級コース） 

 

 

目的 内容 開催日程・場所 

熱とは何か、赤外線と

は何かから始まり簡単

な機器の実演を交えた

初心者向けのセミナー

です。 

１．熱と温度 

２．熱伝達の基礎 

３．赤外線サーモグラフィの原理 

４．放射・反射・透過 

５．計測上の注意 

６．アプリケーション紹介 

■東京会場 

①１０月１２日②１１月８日③１２月２４日④１月１２日⑤２月８日 

■名古屋会場： ２月２４日 

■大阪会場：   １月２４日 

■福岡会場：  １２月２１日 

■仙台会場：  １１月５日 

目的 内容 開催日程・場所 

赤外線の基礎知識は既

に習得された方を対象

とした実習を中心とした

技能向上目的のセミナ

ーです。機器を使用した

計測実習・画像調整・報

告書作成まで実務が中

心です。 

１．赤外線サーモグラフィの復習 

２．機器の基本操作復習 

３．放射率の計測 

４．計測実習 

５．データ評価 

６．報告書作成 

■東京会場 

①１１月２２日②１２月２７日③１月１３日④２月９日 

■名古屋会場： ２月２５日 

■大阪会場：  １月２５日 

■福岡会場：  １２月２２日 

 



③ サーモグラファ認証取得セミナー（レベル１、レベル２）：米国非破壊検査協会準拠 

 

目的 内容 開催日程・場所 

レベル１(４日間) レベル２(５日間) レベル１ レベル２ 本ｾﾐﾅｰはｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨを

使用して、診断、保全業

務に携わる技術者の

方々を対象にInsutitute 

ofInfraredThermography

社（ＩＲＴ社）公認講師が

実施するアメリカ非破壊

検査協会準拠のｻｰﾓｸﾞ

ﾗﾌｧﾚﾍﾞﾙ１、ﾚﾍﾞﾙ2資格

認証ｾﾐﾅです。ＩＲＴ社が

発行する認定証が取得

できます。尚、ﾚﾍﾞﾙ２は

ﾚﾍﾞﾙ１を取得されてい

る方が対象となります。 

1.熱および赤外線の基礎原理 

2.サーモグラフィ装置操作 

3.温度計測実習 

4.赤外線熱画像測定の事例 

5.報告書作成 

6.試験 

 

 

1.熱伝達の3形態の基本的な計算      

2.赤外線スペクトル    

3.ラジオシティへの取り組み 

4.赤外線計測と定量化 

5.イメージの加工と高速データ収集 

6.アクティブアプリケーション 

7.過渡的なアプリケーション 

8.分解能のテストと計算 

9. アクティブなテクニックのための

特殊装置 

10.レポートとドキュメンテーション 

11.ソフトウェア 

12.最新のアプリケーション 

■東京会場 

①１１/９～１２日 

②２/１５～１８日 

■大阪会場 

１０月５日～８日 

１２月７日～１０日 

■福岡会場 

１月１８日～２１日 

 

■東京会場 

１１月２９日～

１２月３日 

 

 
 

ホームページによるご案内・お申込受付は、２０１０年８月末より対応する準備を進めており

ますので、それまでの間は、本セミナー・講習会の詳細な資料およびお申込受付につきまし

ては、直接下記へお問合せ頂きます様お願い申し上げます。 
 
 
 
 
 

*************** 本件に関するお問合せ先 *************** 
 

 一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会 事務局 

〒１４１－００３１ 東京都品川区西五反田８－１－５（五反田光和ビル６Ｆ） 

ＴＥＬ：（０３）５７５９－１０５５  ＦＡＸ：（０３）５７５９－１０５６ 

http://www.thermography.or.jp 
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